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■会員／74名　■出席／43名　■出席率／58.11%　■メークアップ／15名　■修正率／58名　78.38％
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　　　　　　 サンパレス福島

本日のプログラム

　本日は直前ガバナー紺野嘉昭様

には、財団月間ということでスピー

チをお願い致しましたところ、本当

にお忙しい中を快くお引き受けい

ただき｢率先しよう｣の温かい友情

と支援に感謝申し上げます。

　紺野様は今年度国際ロータリー第2530地区諮問委

員会でロータリー財団委員カウンセラーで活躍なされ

ております。 ご指導よろしくお願い致します。

　財団には会員皆様の協力をいただき地区大会におい

て優秀クラブ第4位となり、個人表彰も10名の方が受

けております。 今年度も昨年同様協力をお願い致し

たいと思います。

　11月18日,19日は、二本松クラブがホストとなり新

世代会議が行われ会員4名、新世代代表としてGSE、丹

治史行さんと福田会員の令嬢 福田絵美さんの2名で参

加いただきました。 皆様ご苦労様でした。 後程新世

代委員長より報告がございます。

　宿泊は越谷市立あだたら高原少年自然の家でしたの

でセルフサービスでしたが新世代の方々と膝をまじえ

て歓談することが出来て、今までになく斬新な会議で

ありましたことを報告いたします。

　さて、11月もあと一週間、年度も3分の1が過ぎ12月

のプログラムも決まり心持の上では半分が終わったよ

うに感じております。

　明日から冬型気候の情報が入っております。 くれ

ぐれも体に気をつけて、今年もあと4回の例会でござ

います、よろしくお願い致します。

新世代委員会　委員長　齋藤　浩

　新世代委員会より、去る18日開催

されました「新世代会議」について

ご報告いたします。 ご承知の様に、

この会議は10年前に当時のRI会長

が青少年対策を最重要課題と位置

づけ「新世代会議」の開催を要請した事に始まったので

す。 今回開催された県北第1区の新世代会議は二本松

RCがホストとなり、安達太良高原で開催されました。

　新世代委員会には青少年交換学生、ローターアクト、

インターアクト、財団奨学性の四つが含まれているの

ですが、ロータリーが面倒をみているローターアクト

クラブからは2名出席でした。 当クラブからはGSE

派遣予定の丹治さんと福田会員のお嬢さんの二人が出

席して活発に意見をのべていました。 　　　　　　

　課題1は「若者の選挙離れ」課題2は「いじめ問題」で

あった。いじめ問題に関しては前日になってガバナー

から要請されて急遽追加されたものだった。

　意見発表の進め方は「KJ法」によるカード式のブ

レーンストーミングで進行したが、その方式の経験者

は二人しかいなかったので、討議時間が短時間となり、

期待される結果が出たかどうかは疑わしい。 しかし

意見を発表する若者達は非常に熱心に、それぞれの課

題について問題提起し、その対策を述べておりました。

3グループに分かれての討議だったし、進行係を仰せ

つかっておりましたので、全体の経過についてすべて

を把握しておりません。

　詳細をお知りになりたい方は後日発行されるでしょ

う報告書をご覧頂きたい。

　結論を出す会議ではございませんでしたが、「今の若

者も捨てたもんじゃない」というのが私の結論でした。

国際奉仕委員会　斎藤長好

　来年2月中旬4泊5日の台湾研修

旅行があります。

　20名以上の参加をお願い致し

ます。

紺野嘉昭パストガバナー(福島北クラブ)

　全国トップクラスの順位の福島

南ロータリークラブの皆様に財団

について話すのは甚だ恐縮です。

　ロータリークラブの会合はキリ

スト教の集まりが始まりです。 教

会が寄付で成り立っているのと同

じく、ロータリーの活動も皆さんの寄付で成り立って

おります。 アメリカのロータリーは個人で入会して

おりますが、ここにおられる多くの方もそうだと思い

ますが、日本の場合は多くが法人で入会されています。

心からの寄付をするのが良い事です。

　ロータリークラブの事業は、教育プログラム、人道的

プログラム、ポリオプラスの三つの事業を行っていま

す。 基金の種類は年次給付と恒久基金で成り立って

います。「毎年あなたも100ドルを」では、福島南ロータ

リークラブの大変なご支援によりまして目標を上回っ

て29万ドルを達成でき、東北で一番になることができ

ました。 ありがとうございました。

編集担当　高橋正一

12月 6 日(水)　クラブ年次総会

12月13日(水)　ゲストスピーチ福島市消防本部

12月20日(水)　家族忘年会　

　　　　　　　  PM6:00〜サンパレス福島

12月27日(水)　休会

今月・来月のプログラム

新世代会議に参加して
会 長 挨 拶 斎藤　ミヨ会長

研修旅行について

ゲストスピーチ


